
テーマ

日　時

場　所

熊本県天草郡苓北町志岐

参加費 1,000円

天草環境会議実行委員会「はえん風」

熊本学園大学水俣学研究センター

主　　　催

企 画 協 力 一橋大学自然資源経済論プロジェクト

子供たちにつなぐ天草の海山

苓北町コミニュティセンター

   　　　　　13日（日）  9：00～12：00

13：00～17：30201４年7月12日（土）

『　すすむ海の汚染　』

共　　　催



1日目　　　　

花田　昌宣

第１部　　　

1

2
熊本学園大学 中地　重晴
東京経済大学 尾崎　寛直

3
馬場　朝子

4 町民の会

２日目

第２部

1 吉崎　和美

2
山下善寛

3 一橋大學 山下　英俊

第３部　まとめ

みなまた地域
研究会

記念講演　「九州西海岸における海亀調査から見える海
の汚染」

○

記念講演「川内原発の現状」

開  　会

開会挨拶

○　川内原発停止による海の変化
○　再稼動に向けての動き

原発事故後の福島、今、何が起きているのか

各地からの報告

進む海の汚染：学術的な視点から

交流会：星空パーティー

進む海の汚染：運動的な視点から

○　川内原発における温排水裁判

7月　12日　13：15～17：30

○路木ダム裁判とその後の動き　
○チェルノブイリ原発事故がもたらしたもの　

反原発かごし
まネット代表

向原　祥隆

○不知火海はきれいになったのか

○進まぬ被害者救済と根本的な解決

現地検証：白木尾海岸から温排水の排出現場を見る

○　汚染水問題と福島の現状
○　原発被害者の分断と福祉的課題

不知火海の現状

７月１３日　９：００～１２：００

天草の自然を護
る会


